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□□□ 静岡地方法務局藤枝出張所（完成写真） □□□□

平成２６年３月に静岡地方法務局藤枝出張所が完成しました。当施設は老朽・狭隘化など、

法務局出張所における行政サービスの低下を改善するため、交通の便の良い藤枝駅前に移転

し、建て替えました。この施設は、ＢIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング＝建物の属

性情報を併せもつ３次元モデル）を採用しています。３次元モデルにより、様々なシミュレーショ

ンを行い、周辺環境への配慮・グリーン化技術・木材の活用など、人・まち・地球にやさしい施設

づくりを目指しました。
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官庁営繕部の基準類の改定について
営繕部 整備課

営繕関係では、基準類については定期的に見直されるものや、実情に応じて必要なときに策

定されるものがあります。このほかに時期に合わせ適切な施策の推進のため、通知を発出する

場合があります。昨年度末からいくつかの通知の発出や、基準類が改定又は、新たに策定され

ましたので、そのうちの一部についてご紹介します。

◆ 賃金等の変動に対する工事請負契約書第２５条第６項（インフレスライド条項）運用マニュア

ル（暫定版）（営繕工事版） ◆

工事請負契約書第２５条第６項（インフレスライド条項）に関し、賃金等の変動に対するスライ

ド額の算定方法や発注者及び受注者間における協議等について、運用の考え方をマニュアルと

して整理しています。インフレスライド条項適用の際に、参考としてください。

→http://www.mlit.go.jp/gobuild/infuresuraido_eizen.html

◆ 官庁施営繕事業におけるＢＩＭモデルの作成及び利用に関するガイドライン ◆

官庁営繕事業において、業務又は工事の受注者が BIM（Building Information Modeling）を

導入する場合の基本的な考え方及び留意事項等を示すことにより、官庁営繕事業を円滑かつ

効率的に実施し、その品質を確保することを目的として作成されました。

→http://www.mlit.go.jp/common/001029778.pdf

◆ 官庁施設の設計段階におけるコスト管理ガイドラインの改訂 ◆

官庁施設の設計段階におけるコスト管理に係わる事項のうち、特に「官庁施設の企画書及び

設計説明書作成要領」（平成19年3月26日付け国営整第151号、国営設第139号）におけるコスト

配分表とコスト管理表を効率的かつ適切に運用するために必要な内容を「官庁施設の設計段階

におけるコスト管理ガイドライン」として作成したものです。受注者独自の算出方法も認めで柔軟

な対応が可能になるよう改訂しています【平成26年3月19日（平成23年6月20版は廃止）】

→http://www.mlit.go.jp/gobuild/cost_gl.html

◆ 建築設計基準の改訂（平成26年版） ◆

本基準は、建築設計（建築構造及び建築設備に関する設計を除く。）に関し、「官庁施設の基

本的性能基準」（平成25年3月29日国営整第197号、国営設第134号。）に定める性能の水準を

満たすための標準的な手法及びその他の技術的事項を定め、官庁施設として有すべき性能を

確保することを目的としています。平成26年版は内部的な基準から、外注化に際して設計条件

を提示するものに移行しています。

→http://www.mlit.go.jp/common/001035346.pdf

◆ 営繕工事請負契約における設計変更ガイドライン（案） ◆

工事請負契約書の発注者と受注者双方の責任範囲の明確化、設計変更・工事一時中止手

続きの透明性の向上及び円滑な事業実施を目的に、本ガイドライン（案）を作成しました。これを

参考に地方整備局版を作成する予定です。

→http://www.mlit.go.jp/common/001039562.pdf

◆ 官庁施設の環境保全性基準の改定について ◆

エネルギーの使用の合理化に関する建築主等及び特定建築物の所有者の判断の基準（平
成11年通商産業省・建設省告示第１号）が平成25年１月に改正（評価手法の見直しなど）が行
われたため、本基準においても平成26年3月20日に必要な改訂しています。
→http://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk6_000039.html
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公共建築相談窓口も設置しておりますのでご遠慮なく相談してください。

電話番号： 052-953-8197（営繕部 計画課）
Ｅ-mail ： eikei85@cbr.mlit.go.jp

詳しい業務内容等につきましては、ホームページもご覧ください。
（http://www.cbr.mlit.go.jp/eizen/index.htm）

事務局 ：中部地方整備局営繕部 保全指導・監督室
電話番号：052-953-8196 Ｅ-mail ：hoshikan@cbr.mlit.go.jp
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